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喜第1図　飛騨外縁帯構成岩類の分布図．地質調査所（1992）を

基に作成．

1．はじめに

岐阜県高山市北方に分布する飛騨外縁帯堆積岩類には

斑れい岩類が買入していることが知られている（笠原，

1980；Adachi and Shibata，1991；河尻，1996，1998，

2000）．これらの斑れい岩類の性質を把握し，飛騨外縁

帯の火成活動を解明することは，飛騨外縁帯の形成場を

考察する上で非常に重要である．しかしながら，この地

域における飛騨外縁帯の火成活動に関する研究は乏しく，

その詳細は明らかにされていない．本論では岐阜県高山

市北方に分布する飛騨外縁帯の斑れい岩類の産状につい

て報告する．
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第2図　調査地域の地質図．
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2，地質概説

調査地域は岐阜県高山市松本町～吉城郡国府町上広瀬

～大野郡丹生川村森部にかけての地域である．調査地域

の位置を第1図に，地質図を第2図に示した．この地域に

分布する飛騨外縁帯の地層・岩石は，荒城川層・森部層・

上広瀬層，および，これらに買入する斑れい岩類からな

る（野沢・犠見，1956；桟見・野沢，1957；野沢ほか，

1975；笠原，1980；Adachiand Shibata，1991；河尻，

1996，2000）．上広瀬層および森部層は北西部で船津花

崗岩類の買入を受け，接触変成作用を被っている．また，

白亜紀の大雨見山層群（桟見・野沢，1957；笠原・下野，

1974；笠原，1979）が飛騨外縁帯の構成岩類および船津

花崗岩類を覆って分布している．

荒城IlI層は，含まれるサンゴ・有孔虫・紡錘虫・腕足

類などから下部～上部石炭系とされており（藤本ほか，

1962；山田・山野，1981；田沢・長谷川，1994；田沢ほ

か，2000），主に安山岩～玄武岩質の溶岩・火砕岩およ

び少量の石灰岩からなる．森部層は腕足類・紡錘虫・放

散虫から，下部～中部ベルム系とされており（Yamada

and Yamano，1980；堀越ほか，1987；田沢ほか，1993；

梅田・江崎，1997），主に頁岩砂岩互層および少量の石
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灰岩からなる．上広瀬層は主に礫岩（いわゆる上広瀬礫

岩；加納，1962）・安山岩質凝灰岩・砂岩および少量の

頁岩・石灰岩・流紋岩質凝灰岩からなる．時代決定に有

効となる化石が見つかっていないため，正確な堆積年代

は不明であるが，上広瀬層は約350Maの花崗岩質岩礫

を含み，船津花崗岩類に買入されることから，その堆積

年代は前期石炭紀以降で中期ジュラ紀以前である（河尻・

鈴木，1995；河尻，1996）．

荒城川層と森部層の関係については，整合（犠見・野

沢，1957；野沢ほか，1975），不整合（藤本ほか，1962；

堀越ほか，1987），および，断層（田沢ほか，2000）の3

つの見解がある．森部層と上広瀬層は断層で接する．ま

た，荒城川層および森部層は南西部ほど片理が発達し，

高山市松本町～国府町三川にかけて，結晶片岩化してい

る．

3，斑れい岩類の産状

高山市北方に分布する飛騨外縁帯荒城）l帽・森部層・

上広瀬層に買入している斑れい岩類はすでに数ヶ所にお

いて報告されているが（笠原，1980；Adachi and Shi－

bata，1991；河尻，1996，1998，2000），今回の調査で

調
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第3図　a．層理の発達した森部層頁岩に買入した角閃石斑れい岩．ほぼ層理に平行に買入している．

b．森部層頁岩と角閃石斑れい岩の境界．
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査地域の広い範囲にわたって買入していることが確認さ

れた（第2図）．斑れい岩類は小さなもので幅約1m，大

きなものでも幅数10m以内の小規模な買入岩体として産

する．ほとんどのものは中一細粒角閃石斑れい岩ないし

ドレライト（以下，一括して角閃石斑れい岩と呼ぶ）で

あるが，一つの岩体だけは中粒の角閃石普通輝石斑れい

岩である．以下にそれぞれの産状について述べる．

角閃石斑れい岩～ドレライト

調査地域にみられる斑れい岩類のほとんどのものはこ

のタイプに属する．幅1－2mの岩脈状のもの（第3図a）

が多いが，10mを超える岩体もある（第4図a）．森部層

の層理が発達したところでは，層理面に沿って買入して

いるものも認められ，この場合，幅1－2m程度の岩脈状

である（第3図）．周囲の堆積岩類との境界が確認できた

ところでは，いずれの場合もシャープな境界面で接する

（第3図b，第4図b）．ほとんどの場合，境界は直線的で
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第4図　a．上広瀬層砂岩～礫岩に買入

した角閃石斑れい岩．

b．上広瀬層砂岩と角閃石斑れ

い岩の境界．

あるが，不規則な形状を示す場合もある（第5図）．幅1

－2m程度の岩脈では急冷周縁相は不明瞭であるが，比

較的大きな岩体では，堆積岩類と接するところで，急冷

周縁相が認められる（第6図）．周囲の岩石への接触変成

作用は非常に弱く，角閃石斑れい岩と接する直近におい

ても，堆積岩類には明瞭な接触変成作用は認められなかっ

た．

主な構成鉱物は斜長石およびホルンブレンドであり，

クロムスピネルを副成分鉱物として含むものもある．ク

ロムスピネルを含むものと含まないものとの間で，構成

鉱物の化学組成に違いが認められる．すなわち，クロム

スピネルを含むものは，ホルンブレンドのAl203含有量

は12．7－15．8wt．％，TiO2含有量は0．85－2．27wt．％で，

クロムスピネルを含まないものよりAlに富み，Tiにや

や乏しい．斜長石のアルバイト成分はAb＝56－91であ

る．クロムスピネルを含まないものは，ホルンブレンド

のA1203含有量は9．6－12．4wt．％，TiO2含有量は1．3－4．4
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第5図　森部層頁岩に買入した角閃石斑れい岩．境界は不規則な形状を示す．
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第6図　a．森部層砂岩に買入した角閃石斑れい岩．

b．森部層砂岩と角閃石斑れい岩の境界．角閃石斑れい岩には急冷周縁相が見られる．

wt．％である．斜長石のアルバイト成分はAb＝74－98で　　レンなどが生じており，周囲の岩石とともに広域変成作

ある（河尻，1998）．

また，角閃石斑れい岩は船津花崗岩類によるものと考

えられる弱い変成作用を受けており，アクチノ閃石・黒

雲母・緑泥石・セリサイトなどが生じている．南西部の

結晶片岩化した荒城川層の安山岩～玄武岩質火砕岩中に

兄いだされた角閃石斑れい岩は片理は発達していないも

のの，緑簾石・緑泥石・アクチノ閃石・ステイルプノメ

用を被っている．

角閃石普通輝石斑れい岩

岐阜県吉城郡国府町宮地南東約1kmの地点に買入して

おり，笠原（1980）が報告した“上広瀬層を貫く閃緑岩”

と同じ岩体と考えられる．露頭の大きさは約5mで，周

囲の上広瀬層および大雨見山層群との直接の接触面は露
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高山市北方，飛騨外縁帯の斑れい岩類の産状

頭が欠如しており確認することができなかった．

構成鉱物は数mmの斜長石・ホルンブレンド・普通輝

石からなる．急冷周縁相は岩体周辺部の露頭が欠如して

いるため確認でさなかっだ　多少変質しているものの，

明らかな変成鉱物は認められない．

4，まとめと考察

今回の調査で，高山市北方の飛騨外縁帯の堆積岩類は

広い範囲で角閃石斑れい岩に買入されていることが明ら

かとなった．調査範囲外でも，荒城川上流の荒城川層の

分布東端において，荒城川層に買入する角閃石斑れい岩

が確認されており（笠原，1980），この地域の飛騨外縁

帯堆積岩類は，分布域全体にわたって普遍的に角閃石斑

れい岩に買入されている．このことは，森部層もしくは

上広瀬層の堆積以降，この地域の飛騨外縁帯堆積岩類が

斑れい岩マグマの活動域に位置したことを意味する．

角閃石斑れい岩は船津花崗岩類による変成作用を被っ

ていると考えられるので，角閃石斑れい岩の買入時期は，

飛騨外縁帯堆積岩類の堆積以降，船津花崗岩類の買入以

前である．上広瀬層の正確な堆積年代はわかっていない

が，森部層の時代は前～中期ペルム紀であるため，角閃

石斑れい岩の形成年代は中期ペルム紀～中期ジュラ紀の

間のある時期となる．国府町三川で荒城川層に買入して

いる斑れい岩は約250MaのK－Ar年代を示す（Adachi

and Shibata，1991）．角閃石斑れい岩は，いずれもそ

の産状および構成鉱物が類似しており，同一のマグマ活

動によって形成されたと考えられる．したがって，国府

町三川以外の岩体もこの時期（約250Ma）に買入した

可能性が高い．角閃石斑れい岩と周囲の堆積岩類の境界

はいずれもシャープな境界を示すので，堆積岩類が完全

に固化してから角閃石斑れい岩が買入したと推定できる．

角閃石斑れい岩の形成年代と森部層の堆積年代とが非常

に近いことから，森部層の堆積・固化直後に角閃石斑れ

い岩は買入したと考えられる．

上広瀬層は約350Maの花崗岩質岩礫を含み，船津花

崗岩類に買入されることから，その堆積年代は前期石炭

紀以降で中期ジュラ紀以前とされてきた（河尻・鈴木，

1995；河尻，1996）．角閃石斑れい岩の買入時期を約250

Maとすれば，上広瀬層は角閃石斑れい岩に買入されて

いるので，その堆積年代は前期石炭紀以降，後期ペルム

紀以前ということになる．

結晶片岩化した荒城川層中に見られる角閃石斑れい岩

も周囲の岩石と同様に広域変成作用を被っている．した

がって，荒城川層と森部層の一部を結晶片岩化した広域

変成作用は角閃石斑れい岩の買入後に起こったと推定さ
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れる．柴田・野沢（1974）は結晶片岩化した森部層から

約170MaのK－Ar全岩年代を得て，その年代を船津花崗

岩類の熱的影響による若返り年代としだ　現在までのと

ころ，これらの結晶片岩の変成年代は明らかとなってい

ない．

角閃石普通輝石斑れい岩には，笠原（1980）がすでに

指摘しているように，船津花崗岩類による熱変成の影響

が認められないこと，および，大雨見山層群に覆われる

ことより，その活動時期は中期ジュラ紀以降，後期白亜

紀以前である．笠原（1980）は同様な岩体として，大野

郡荏川村に分布する，“手取層辞を貫き，濃飛流紋岩に

覆われる岩体”（濃飛流紋岩団体研究グループ，1979）

を挙げ　本調査地域の角閃石普通輝石斑れい岩との関係

を示唆している．

今後は，飛騨外縁帯の構造発達史を考察するうえで，

これら斑れい岩類の化学的性質やより詳細な形成年代を

明らかにし，飛騨外縁帯の火成活動の解明を進めていく

必要がある．
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